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〜
馬
草
取
り
の
少
年
〜

あ
の
日

　

あ
の
頃

町村合併５０周年記念

昭
和
二
十
八
年
頃
の
写
真
で
す
。
当
時
、
馬
草
取
り
は
学
校

か
ら
帰
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
日
課
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

撮
影
＝
恵
藤　

常
人
（
中
里
）



平成１８年８月号　（２）

　●
 

初　

日
　●
 

　

正
午
、
夏
空
に
空
砲
の
音
が
響

く
と
同
時
に
、
島
の
「
本
場
所
」

夏
祭
り
相
撲
大
会
で
幕
を
開
け

た
。
今
回
は
ま
ず
、
大
学
・
高
校

と
相
撲
経
験
者
が
集
う
、
見
本
稽

古
を
披
露
。
小
・
中
学
生
に
相
撲

道
の
心
構
え
を
迫
力
あ
る
稽
古
で

伝
え
た
。

　

土
俵
で
は
、
汗
を
滴
ら
せ
た
力

士
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
相

撲
の
妙
技
を
競
っ
た
。

　

四
百
人
が
参
加
し
た
御
輿
パ

レ
ー
ド
で
は
、「
ワ
ッ
シ
ョ
イ
・

ワ
ッ
シ
ョ
イ
」
と
威
勢
の
い
い
掛

け
声
が
響
き
、
担
ぎ
手
は
放
水
を

浴
び
な
が
ら
沿
道
を
練
り
歩
い

た
。
続
く
綱
引
き
大
会
で
は
、
例

年
ど
お
り
湾
方
と
赤
連
方
に
分
か

れ
、
直
径
約
二
十
㌢
の
大
綱
を
子

ど
も
や
大
人
が
懸
命
に
引
き
寄
せ

た
。
大
接
戦
の
結
果
、
今
年
は
湾

方
が
勝
利
し
た
。

　

夜
に
な
る
と
商
店
街
の
メ
ー
ン

ス
ト
リ
ー
ト
は
、
歩
行
者
天
国
に

変
わ
り
、
華
や
い
だ
浴
衣
の
若
者

や
甚
平
姿
で
よ
ち
よ
ち
と
歩
く
子

ど
も
で
大
に
ぎ
わ
い
。
歩
行
者
天

国
の
メ
ー
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
奄

美
芸
能
島
唄
研
究
会
青
少
年
部
の

島
唄
や
エ
イ
サ
ー
、
薩
摩
の
猿
廻

し
劇
場
な
ど
が
観
客
を
魅
了
。
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
は
空
く
じ
な
し
と

あ
っ
て
、
電
化
製
品
・
自
転
車
な

ど
豪
華
賞
品
が
当
た
る
た
び
に
参

加
者
は
嬉
し
そ
う
に
舞
台
へ
と
向

か
っ
た
。

　●
 

二
日
目
　●
 

　

祭
り
の
華
・
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競

漕
に
は
、
一
般
・
混
成
・
女
子
の

部
四
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
。
職

場
、
同
級
生
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、

集
落
、
高
校
生
の
各
チ
ー
ム
が
そ

ろ
い
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
で
身
を
包

み
、
意
地
と
誇
り
を
か
け
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
た
。

　

女
子
の
部
決
勝
は
、
華
や
か
さ

の
中
に
力
強
さ
を
兼
ね
備
え
、

レ
ー
ス
展
開
を
う
ま
く
見
極
め
た

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
チ
ー
ム
が
大
会

二
連
覇
を
果
た
し
た
。

　

混
成
の
部
（
固
定
舵
）
は
、
雪

辱
に
燃
え
る
昨
年
三
位
の
高
岡
建

設
が
「
今
年
は
例
年
の
倍
以
上
の

練
習
で
成
果
が
で
た
」
結
果
、
昨

年
の
優
勝
タ
イ
ム
を
三
秒
縮
め
て

初
優
勝
を
飾
っ
た
。

　

一
般
の
部
（
手
舵
）
決
勝
に
は
、

二
年
前
と
同
じ
峰
山
建
設
Ａ
、
自

衛
隊
Ａ
、
栄
建
設
の
三
チ
ー
ム
が

進
出
し
た
。
大
接
戦
の
勝
敗
を
分

け
た
の
は
、
ブ
イ
を
回
っ
て
か
ら

の
後
半
。
漕
ぎ
手
の
呼
吸
・
櫂
さ

ば
き
と
も
に
そ
ろ
っ
た
峰
山
建
設

Ａ
が
僅
差
を
も
の
に
し
た
。
峰
山

建
設
Ａ
は
、
前
年
度
の
優
勝
タ
イ

ム
を
二
秒
縮
め
て
八
年
ぶ
り
の
美

酒
を
味
わ
っ
た
。

　

各
チ
ー
ム
が
悲
喜
こ
も
ご
も
の

記
憶
に
残
る
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る

フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
の
も
う
一
つ

の
目
玉
が「
漁
船
パ
レ
ー
ド
」。
決

勝
前
に
、
軍
艦
マ
ー
チ
の
曲
に

の
っ
て
、
大
漁
旗
を
掲
げ
湾
内
を

パ
レ
ー
ド
す
る
が
今
回
は
、
漁
協

が
「
今
年
は
、
海
難
人
身
事
故
が
発

生
し
た
た
め
、
同
胞
と
し
て
今
年

は
出
場
を
辞
退
し
た
い
」と
申
し
出

て
中
止
と
な
っ
た
。
来
年
は
あ
ざ

や
か
な
大
漁
旗
で
勇
壮
に
湾
内
を

パ
レ
ー
ド
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

　

夕
刻
に
な
る
と
例
年
、
商
店
街

沿
道
を
賑
わ
せ
て
い
た
地
婦
連
の

艶
や
か
な
浴
衣
姿
。
今
年
は
、
空

港
臨
海
公
園
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
の

前
に
大
輪
の
輪
を
描
き
、
優
雅
に

踊
っ
て
祭
り
に
華
を
添
え
た
。

　

続
く
八
月
踊
り
は
嘉
鈍
集
落
。

小
さ
い
子
ど
も
か
ら
集
落
外
の
人

も
参
加
し
て
代
々
継
承
さ
れ
て
い

る
集
落
の
八
月
踊
り
を
披
露
し

た
。
続
い
て
、
勇
壮
な
エ
イ
サ
ー
、

奄
美
を
代
表
す
る
若
手
唄
者
・
永

志
保
さ
ん
の
島
唄
や
吾
妻
・
寿
扇

各
流
派
の
舞
踊
、「
薩
摩
の
猿
廻

し
劇
場
」
が
観
客
を
魅
了
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
へ
と
移
っ
た
舞
台

で
は
、
鹿
児
島
市
な
ど
で
ラ
イ
ブ

活
動
を
続
け
る
ユ
ニ
ッ
ト

「 
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ 
・ 
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ｉ 
（
中
里

ド　

キ 

ド　

キ

出
身
）」
が
耳
の
会
員
（
手
話
）

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
。
清
涼
感

あ
ふ
れ
る
歌
声
に
観
客
は
酔
っ

た
。
シ
ョ
ー
の
最
後
は
「
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｏ
Ｌ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
が
ビ
ー
ト
ル
ズ
ナ

ン
バ
ー
七
曲
を
披
露
し
た
。

　

場
内
に
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
の

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
夜
空
を

焦
が
す
二
千
四
百
発
の
花
火
大
会

が
始
ま
っ
た
。「
ド
ッ
カ
ー
ン
」と

島
全
体
に
響
き
わ
た
ら
ん
ば
か
り

の
音
と
暗
闇
に
描
か
れ
る
鮮
や
か

な
大
輪
の
花
々
。
観
衆
は
至
近
距

離
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
の

　

第
二
十
五
回
喜
界
町
夏
祭
り
（
夏
ま
つ
り
協
賛
会
主
催
＝
加
藤
啓

雄
会
長
）
が
七
月
二
十
九
・
三
十
の
両
日
、
空
港
臨
海
公
園
を
メ
ー

ン
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。両
日
と
も
に
太
陽
が
照
り
つ
け
、
海
は
ま

ば
ゆ
い
ば
か
り
の
輝
き
。フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕
終
了
後
は
空
港
臨
海

公
園
に
移
っ
て
恒
例
の
演
芸
、
花
火
大
会
が
あ
っ
た
。同
会
場
は
、
駐

車
場
の
確
保
・
交
通
規
制
・
花
火
の
打
ち
上
げ
場
所
な
ど
、
数
々
の

問
題
に
直
面
し
た
が
、
年
に
一
度
の
「
し
ま
ぬ
祭
り
を
成
功
さ
せ
よ

う
」と
建
友
会（
町
内
の
建
設
業
者
組
織
）の
会
員
数
社
に
駐
車
場
整

備
の
奉
仕
作
業
や
協
力
員
ら
の
並
々
な
ら
ぬ
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。

相
撲
大
会
や
花
火
大
会
な
ど
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
大
勢
の
町
民
・

帰
省
客
が
真
夏
の
祭
典
を
楽
し
ん
だ
。

◆町村合併５０周年記念第２５回喜界町夏祭り◆

しまぬ祭りは大にぎわい
～メーン会場 空港臨海公園に移る～

� ������������������

� ������������������



（３）　平成１８年８月号

壮
大
さ
に
歓
声
を
上
げ
、
町
村
合

併
五
十
周
年
記
念
第
二
十
五
回
夏

祭
り
は
幕
を
閉
じ
た
。

　

観
衆
か
ら
は
、「
交
通
面
な
ど

改
善
す
べ
き
点
は
あ
る
が
会
場
は

広
々
と
し
て
、
清
々
し
い
。
も
っ

と
早
く
こ
こ
で
開
催
し
て
ほ
し

か
っ
た
」
と
い
う
声
も
あ
っ
た
。

競　

技　

結　

果

◇
相
撲
の
部

【
団
体
】
▽
小
学
校
＝
①
赤
連　

Ａ
②
湾
Ａ
③
湾
Ｃ
▽
中
学
校
＝
①

湾
Ａ
②
赤
連
Ａ
③
志
戸
桶
▽
一
般

＝
①
上
嘉
鉄
青
年
団
②
役
場
Ａ
③

自
衛
隊

【
個
人
】
▽
小
学
校
４
年
＝
①
藤

原
龍
太
郎
②
中
園
竜
矢
③
富
田
大

輝
▽
小
学
校
５
年
＝
①
初
遊
太
②

久
保
廉
平
③
朝
日
郁
弥
▽
小
学
校

６
年
＝
①
長
島
翔
②
來
龍
平
③
富

友
亮
▽
中
学
校
１
年
＝
①
玉
智
哉

②
増
田
隆
司
③
界
智
幸
▽
中
学
校

２
年
＝
①
我
原
太
清
②
真
井
大
樹

③
加
藤
旭
▽
中
学
校
３
年
＝
①
隈

元
拓
也
②
撰
和
也
③
栄
耕
介
▽
一

般
＝
①
倉
橋
憲
司
②
久
郁
弥
③
榮

雄
太

◇
フ
ネ
ィ
ン
カ
ー
競
漕

【
一
般
】
①
峰
山
建
設
Ａ
②
自
衛

隊
Ａ
③
栄
建
設

【
混
成
】
①
高
岡
建
設
②
生
和
糖

業
③
峰
山
建
設
Ｂ

【
女
子
】
①
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
②

女
子
バ
レ
ー
③
女
子
ソ
フ
ト



平成１８年８月号　（４）

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
始
ま
る

今
ま
で
残
留
農
薬
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
農
薬
、
農
畜
産
物
に
も
基
準
が
設
け
ら
れ
ま
し
た

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
と
は

　

農
産
物
の
安
全
確
保
が
目
的
で

導
入
さ
れ
た
制
度
で
、
平
成
十
五

年
の
食
品
衛
生
法
改
正
に
伴
い
三

年
以
内
の
実
施
が
決
定
さ
れ
、
平

成
十
八
年
五
月
二
十
九
日
か
ら
施

行
。
国
内
外
で
使
用
さ
れ
て
い
る

す
べ
て
の
農
薬
な
ど
に
残
留
基
準

が
設
定
さ
れ
、
そ
れ
を
超
え
た
食

品
の
流
通
を
原
則
禁
止
す
る
こ
と

で
、
さ
ら
に
積
極
的
に
食
品
の
安

全
・
安
心
施
策
を
図
る
制
度
と

な
っ
た
。

残
留
農
薬
基
準
値
の

改
正
点

  
二
百
四
十
六
種
類
の
農

薬
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

残
留
基
準
値
を
設
定
し
、

基
準
値
が
設
定
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
農
薬
に
は
、
国

際
基
準
な
ど
を
参
考
に

「
暫
定
基
準
」
を
設
定
。

さ
ら
に
国
内
外
に
基
準
値

が
な
い
も
の
は
「
一
律
基

準
」
を
設
定
し
た
。

（
※
1
）
一
律
基
準
と
は

人
が
健
康
を
損
な
う
お
そ

れ
の
な
い
量
０
・
０
１P

P

m

。 

参
考
／
０
・
０
１P

P
m

＝
学
校
用

プ
ー
ル
の
容
積
に
対
し
て
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
約
一
杯
分
。

重
量
比
で
い
く
と
「
百
�
の
砂
に

一
円
玉
」。

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
の
注
意
点

　

こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

で
最
も
注
意
す
べ
き
点
は
、
散
布

し
た
農
薬
が
飛
散（
＝
ド
リ
フ
ト
）

し
、
ほ
か
の
作
物
に
影
響
を
与
え

る
こ
と
。

　

例
え
ば
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
近
く
で

ゴ
マ
を
栽
培
し
て
い
る
場
合
、
こ

れ
ま
で
は
サ
ト
ウ
キ
ビ
に
散
布
し

て
い
た
農
薬
が
ゴ
マ
に
付
着
し
て

も
、
ゴ
マ
に
対
す
る
使
用
基
準
を

順
守
し
て
い
れ
ば
問
題
は
な
か
っ

た
が
、
今
回
の
制
度
で
は
、
ゴ
マ

か
ら
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
農
薬
が
残
留

基
準
値
以
上
検
出
さ
れ
る
と
、
流

通
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
。
こ
う
な
る
と
基
準
値
を
超
え

た
作
物
は
廃
棄
や
流
通
が
禁
止
さ

れ
る
。

さとうきび主要農薬（液剤タイプ）の他作物への影響

※表の中で作物名の横に記載されている数字は ｢残留基準値＝単位：
ppm｣ です

０．５さとうきび

０．５カボチャ

０．０１メロン

０．５トマト

０．０１マンゴー

０．０１ミカン

０．０１ゴマセンコル水和剤

０．０５さとうきび

０．０８カボチャ

０．０８メロン

０．２トマト

０．０５マンゴー

０．０１ミカン

０．０５ゴマ２．４－Ｄ石原アミン塩

０．３さとうきび

０．０５カボチャ

０．０５メロン

０．０５トマト

０．０５マンゴー

０．０５ミカン

０．０５ゴマブリックロックスＬ

２さとうきび

０．５カボチャ

０．５メロン

０．２トマト

０．２マンゴー

０．５ミカン

０．２ゴマラウンドアップハイロード

０．０５さとうきび

０．０５カボチャ

０．０５メロン

０．０５トマト

０．０５マンゴー

０．０５ミカン

０．０５ゴマカーメックス－Ｄ．ダイロン　

２さとうきび

０．５カボチャ

０．５メロン

０．２トマト

０．２マンゴー

０．５ミカン

０．２ゴマ三共の草枯らし

０．５さとうきび

０．２カボチャ

０．２メロン

０．２トマト

０．２マンゴー

０．２ミカン

０．２ゴマアージラン液剤
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な
ぜ
、
指
定
金
融
機
関
を
設
け
る

の
か
？

　

町
民
の
皆
様
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
収
入
や
町
民
へ
支
払
う
出
納

事
務
を
、
そ
の
道
に
熟
達
し
た
金

融
機
関
に
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、「
正
確
性
」
と「
安
全
性
」
を

図
り
ま
す
。ま
た
、
口
座
振
替
に

よ
る
支
払
い
が
で
き
る

こ
と
で
町
民
サ
ー
ビ
ス

が
向
上
し
ま
す
。

指
定
金
融
機
関
等
は
、

ど
の
金
融
機
関
で
す

か
？

　

指
定
金
融
機
関
は
、

「
あ
ま
み
農
業
協
同
組

合
」
喜
界
支
所
（
写
真

農
薬
の
飛
散
防
止
対
策

　

農
薬
の
飛
散
防
止
に
は
次
の
よ

う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
。

・
風
力
・
風
向
に
気
を
つ
け
、
農

薬
を
散
布
す
る
方
向
や
位
置
に
注

意
す
る
。

・
散
布
す
る
機
具（
ノ
ズ
ル
）等
は

適
正
基
準（
圧
力
等
）で
取
り
扱
う
。

・
隣
接
す
る
圃
場
の
違
う
作
物
に

も
影
響
の
少
な
い
農
薬
を
使
用
す

る
。

　

し
か
し
、
細
心
の
注
意
を
払
っ

て
農
薬
の
飛
散
防
止
に
努
め
て
も

困
難
な
場
合
が
あ
る
。
周
辺
の
圃

場
生
産
者
同
士
の
連
携
や
地
域
ぐ

る
み
で
の
対
策
が
必
要
に
な
っ
て

き
て
い
る
。

　

ま
た
、
家
庭
菜
園
に
お
い
て

は
、
市
場
に
流
通
し
た
食
品
を
対

象
に
し
て
い
る
制
度
で
あ
る
た

め
、
直
接
的
に
は
農
薬
の
使
用
は

関
係
な
い
が
、
周
囲
に
市
場
に
出

る
作
物
が
あ
っ
た
場
合
は
、
農
薬

が
飛
散
し
影
響
を
与
え
る
ケ
ー
ス

も
考
え
ら
れ
る
。
農
薬
を
使
用
す

る
際
は
、
一
般
家
庭
で
も
十
分
使

用
基
準
を
順
守
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

�奄美大島信用金庫喜界支店

�日本郵政公社喜界郵便局

公金の取扱いが変わります
～指定金融機関制度スタート～

　本町では、平成１８年
９月１日から｢指定金
融機関制度｣が始まりま
す。制度へのご理解と
ご協力をお願いします。

�鹿児島銀行喜界支店 �指定金融機関
　あまみ農業協同組合

�
）が
総
括
店
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
収
納
事
務
取
扱
店
と

し
て
い
た
町
内
全
て
の
金
融
機
関

お
よ
び
郵
便
局
を
引
き
続
き
「
収

納
代
理
金
融
機
関
」（
写
真
�
〜

�
）
と
し
て
指
定
し
ま
す
。そ
れ
ぞ

れ
の
金
融
機
関
窓
口
で
喜
界
町
の

公
金
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

ど
こ
が　

ど
う
変
わ
り
ま
す
か
？

　

①
収
納
は
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り

ま
せ
ん
。

　

納
付
書
を
持
参
し
て
、
今
ま
で

ど
お
り
金
融
機
関
や
郵
便
局
の
窓

口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。役
場
に
も

指
定
金
融
機
関
の
窓
口
が
設
け
ら

れ
ま
す
。

　

②
窓
口
で
の
支
払
い
は
午
後
三

時
ま
で
。受
け
取
り
を
口
座
振
込

に
�

　

役
場
窓
口
で
の
町
民
へ
の
支
払
い

は
午
後
四
時
ま
で
で
し
た
が
、
九

月
一
日
か
ら
は
午
後
三
時
ま
で
と

な
り
ま
す
。

▽
納
め
忘
れ
の
な
い　

口
座
振
替

の
ご
利
用
を
�

　
「
口
座
振
替
」
は
、
納
め
忘
れ
も

な
く
便
利
で
す
。ま
た
、
金
融
機

関
等
に
支
払
う
手
数
料
（
町
の
負

担
）も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

　

指
定
金
融
機
関
制
度
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
希
望
す
れ
ば
債
権
者

本
人
名
義
の
預
貯
金
口
座
へ
振
込

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。役
場
ま
で

受
け
取
り
に

来
る
必
要
が

な
く
な
り
、

大
変
便
利
で

す
。受
け
取

り
も
口
座
振

込
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

�奄美信用組合喜界支店

０．５さとうきび

０．０１カボチャ

０．０１メロン

０．０１トマト

０．０１マンゴー

０．０５ミカン

０．０１ゴマトクチオン乳剤

０．１さとうきび

０．２カボチャ

０．０５メロン

０．２トマト

０．８マンゴー

０．２ミカン

０．０１ゴマスミチオン乳剤



平成１８年８月号　（６）

　

誰
も
が
「
健
康
で
明
る
い
幸
せ

な
生
活
」
を
望
ん
で
い
ま
す
が
、

長
い
人
生
に
は
思
い
が
け
な
い
病

気
や
ケ
ガ
に
み
ま
わ
れ
、
苦
し
む

こ
と
が
な
い
と
は
か
ぎ
り
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
誰
も
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
と
始

ま
っ
た
国
民
皆
保
険
制
度
。
け
れ

ど
も
、
急
速
な
高
齢
化
に
伴
っ
て

医
療
費
が
予
想
以
上
に
膨
れ
あ

が
っ
て
い
る
現
状
の
な
か
、
将
来

を
見
据
え
、
私
た
ち
み
ん
な
で
支

え
合
う
医
療
制
度
の
見
直
し
が
必

要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　●
 

改
正
の
概
要

　

改
正
は
、
大
き
く
分
け
て
五

つ
。
平
成
十
八
年
八
月
一
日
現

在
、
所
得
区
分
に
応
じ
て
自
己
負

担
割
合
な
ど
が
異
な
り
ま
す
が
、

そ
の
「
所
得
区
分
を
判
定
す
る
基

準
」が
変
わ
り
ま
す
。
ほ
か
に「
自

己
負
担
割
合
・
自
己
負
担
限
度
額
」

「
出
産
育
児
一
時
金
」「
人
工
透
析

を
要
す
る
上
位
所
得
者
」「
療
養
病

床
へ
の
入
院
に
伴
う
食
費
と
居
住

費
」
が
変
わ
り
ま
す
。

　

今
月
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
に
か
か
わ
り
の
深
い
、
国
民

健
康
保
険
（
国
保
）
と
老
人
保
健

の
自
己
負
担
割
合
と
自
己
負
担
限

度
額
、
そ
れ
を
判
定
す
る
基
準
の

改
正
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

国民健康保険・老人保健

制度が変わります

　● 経過措置　● 
※所得区分が上がる人には経過措置がある場合があります。
（平成１８年８月から２年間）※申請が必要となります。

経過措置①（公的年金等控除見直し・老年者控除の廃止
に伴うもの）

　判定基準表の一定以上所得者に該当する人で、下記の
表のいずれかにあてはまる人については、医療費が高額
になったときの自己負担限度額は「一定以上所得者」で
はなく「一般」の所得区分に適用されます。

経過措置②（老年者に係る住民税非課税措置の廃止に伴
うもの）

　世帯員のうち一部が住民課税になっても、合計所得金
額が１２５万円以下で昭和１５年１月１日以前生まれの人だ
けの世帯の場合は、同一世帯内の非課税者は申請によ
り、医療費が高額になったときの自己負担限度額および
食事の標準負担額が「低所得者Ⅱ」の所得区分に適用さ
れます。ただし、老齢福祉年金受給者は「低所得者Ⅰ」
の所得区分に適用となります。

　● 判定基準表　● 

判定基準所得
区分

一般とは

　「一定以上所得者、低所得者Ⅰ・Ⅱのいず

れにもあてはまらない人」

一
般

一定以上所得者とは
　「７０歳以上の人および老人保健で医療を受け
る人のうち、１人でも一定の所得（課税所得が
１４５万円）以上の人が同一世帯にいる人
　ただし、７０歳以上の人および老人保健で医療
を受ける人の収入の合計が、下記の場合、申請
（役場へ）により、「一般」の区分と同様になり
ます」

一
定
以
上
所
得
者

平成１８年７月３１日まで

４８４万円未満１人世帯

６２１万円未満２人以上世帯

�

平成１８年８月１日から

３８３万円未満１人世帯

５２０万円未満２人以上世帯

低所得者Ⅰとは
　「同一世帯の全員が住民税非課税で、その世
帯の判定対象者の各所得が必要経費・控除を差
し引いたときに０円となる人」低

所
得
者
Ⅰ
（
注
１
）

平成１８年７月３１日まで

年金の所得は控除額を６５万円として計算

�

平成１８年８月１日から

年金の所得は控除額を８０万円として計算

低所得者Ⅱとは
　「同一世帯の全員が住民税非課税の（上記、低
所得者Ⅰ）にあてはまらない人」

低
所
得
者
Ⅱ

（
注
２
）

※判定は、毎年所得が変わりますので、前年の課税所得
によって毎年改正されます。

１４５万円以上２１３万円未満課税所得
３８３万円以上４８４万円未満１人世帯収入の

合計金額 ５２０万円以上６２１万円未満２人以上世帯



（７）　平成１８年８月号

　● ７０歳未満のみなさんへ　● 　● ７０歳以上のみなさんへ　● 

　以下の文面の上位所得者とは「基礎控除後の総所得

金額などが６７０万円を超える世帯」

☆高額療養費の自己負担限度額が変わります

　同じ月内に医療機関に支払った自己負担額の合計が

高額になった場合、７０歳未満の人は下表のように自己

負担限度額が一部引き上げられます。

　　　　　　　平成１８年９月３０日まで　　　　　　　

　　　　　　　平成１８年１０月１日から　　　　　　　

☆出産育児一時金が変わります

　被保険者が出産したときに受けられる出産育児一時

金の支給額が変わります。

☆人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額が変

わります

　高額の治療を長期間継続して行う必要がある疾病の

場合で、慢性腎不全で人工透析を要する上位所得者に

ついては、自己負担限度額が引き上げられます。

☆一定以上の所得がある人の自己負担割合が変わります

　７０歳以上または老人保健で医療を受ける人のうち、

判定基準表の「一定以上所得者」に該当する人は自己

負担割合が引き上げられます。ただし、「一定以上所

得者」以外の人は１割負担のままです。

☆高額療養費（高額医療費）の自己負担限度額が変わ

ります

　同じ月内に医療機関に支払った自己負担額の合計が

高額になった場合、７０歳以上または老人保健で医療を

受ける人は下表のように自己負担限度額が一部引き上

げられます。

　　　　　　　平成１８年９月３０日まで　　　　　　　

　　　　　　　平成１８年１０月１日から　　　　　　　

☆療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担が変

わります

　療養病床に入院する７０歳以上の人は、食費と新たに

居住費を負担することになりました。

　ただし、所得の低い人は負担が軽減されます。

平成１８年１０月１日から平成１８年９月３０日まで
３割２割

自己負担限度額（月額）

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人単位）

４０，２００円１２，０００円一般

７２，３００円＋
（総医療費－３６１，５００円）
×１％（４回目以降の場合
は４０，２００円）

４０，２００円
一定以上
所得者

２４，６００円
 ８，０００円

低所得者Ⅰ

１５，０００円低所得者Ⅱ

自己負担限度額（月額）

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人単位）

４４，４００円１２，０００円一般

８０，１００円＋
（総医療費－２６７，０００円）
×１％（４回目以降の場合
は４４，４００円）

４４，４００円
一定以上所
得者

２４，６００円
 ８，０００円

低所得者Ⅰ

１５，０００円低所得者Ⅱ

平成１８年１０月１日から平成１８年９月３０日まで

食　費　４２，０００円
居住費　１０，０００円

食材料費相当を負担
２４，０００円

３０，０００円住民税非課税世帯

２２，０００円年金受給額８０万円以下等

１０，０００円老齢福祉年金受給者

平成１８年１０月１日から平成１８年９月３０日まで
１児につき　３５０，０００円１児につき　３００，０００円

自己負担限度額（月額）

４回目以降３回目まで

４０，２００円
７２，３００円＋
（総医療費－２４１，０００円）
×１％

一般

７７，７００円
１３９，８００円＋
（総医療費－４６６，０００円）
×１％

上位所得者

２４，６００円３５，４００円
住民税非課
税世帯

自己負担限度額（月額）

４回目以降３回目まで

４４，４００円
８０，１００円＋
（総医療費－２６７，０００円）
×１％

一般

８３，４００円
１５０，０００円＋
（総医療費－５００，０００円）
×１％

上位所得者

２４，６００円３５，４００円
住民税非課
税世帯

平成１８年１０月１日から平成１８年９月３０日まで
２０，０００円１０，０００円



平成１８年８月号　（８）

　●
 

商
工
業

①
時
代
に
対
応
し
た
感
覚
・
ニ
ー

ズ
・
経
営
能
力
の
育
成

②
経
営
体
質
の
改
善
及
び
強
化

　●
 

観　

光

①
文
化
遺
産
で
あ
る
「
サ
ン
ゴ
の

石
垣
」
や
野
生
の
ユ
リ
、
渡
り

蝶
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
等
、
本
町
の

恵
ま
れ
た
自
然
を
生
か
し
た
観

光
誘
致

　●
 

各
公
園
施
設
整
備

①
施
設
の
維
持
補
修
と
適
正
な
管

理

　●
 

地
籍
調
査
事
業

①
実
態
調
査
の
実
施

　

早
町
地
区
、
佐
手
久
地
区
、
志

戸
桶
地
区
、
荒
木
地
区
、
赤
連

地
区
の
各
一
部
の
実
施

　●
 

自
然
保
護

①
本
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の

中
で
自
生
し
て
い
る
植
物
の
再

生
・
保
全
・
保
護

　●
 

高
齢
者
福
祉

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
創

設
、
専
門
職
員
の
養
成

②
サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の
整
備

③
地
域
支
援
事
業
創
設

④
介
護
予
防
事
業
に
よ
る
重
度
化

の
抑
制

　●
 

障
害
者
福
祉

①
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成

事
業
、
施
設
訪
問
旅
費
助
成
事

業
、
心
身
障
害
者
福
祉
金
の
支

給
②
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く

身
体
障
害
者
補
装
具
、
日
常
生

活
用
具
給
付
事
業
の
実
施

③
社
会
福
祉
法
人
「
緑
喜
会
」、
精

神
障
害
者
施
設
「
ほ
っ
と
館
」

の
運
営
の
支
援

　●
 

児
童
福
祉

①
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
児
童
虐
待
防
止
へ
の
取
り
組
み

の
充
実

③
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
な
ど
と
併

せ
て
制
度
の
啓
発
や
適
正

　●
 

国
民
健
康
保
険
・
老
人
医

療
事
業

①
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
は
じ
め

と
し
た
各
種
保
健
事
業
の
取
り

組
み
の
充
実
・
強
化

②
各
種
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
の
助

成
を
行
い
、
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
よ
る
医
療
費
の
抑
制

　●
 

母
子
保
健

①
妊
婦
の
定
期
健
診
へ
の
旅
費
助

成
、
乳
幼
児
健
診
、
家
庭
訪
問
、

母
子
相
談
及
び
健
康
教
育
の
事

業
の
継
続

②
幼
児
の
歯
の
健
康
を
守
る
取
り

組
み

　●
 

診
療
所

①
保
健
・
福
祉
・
リ
ハ
ビ
リ
等
包

括
的
に
推
進
。

②
地
域
医
療
に
お
け
る
今
後
の
考

え
方
を
行
政
・
医
師
・
診
療
所

が
共
有
・
調
和
し
、
関
係
医
療

機
関
と
連
携

　●
 

生
活
環
境
衛
生

①
ゴ
ミ
処
理
費
用
の
適
正
な
負
担

②
町
民
一
人
一
人
の
認
識
と
理
解

を
求
め
循
環
型
社
会
形
成
推
進

基
本
法
に
基
づ
く
環
境
づ
く
り

　●
 

上
水
道

①
基
幹
改
良
事
業

・
池
治
・
羽
里
集
落
・
東
部
地
区

の
早
町
を
中
心
に
塩
道
・
白
水

集
落

　●
 

下
水
道

①
公
共
下
水
道
事
業
受
益
区
域
の

拡
大

・
湾
地
内

②
公
共
枡
へ
の
接
続
に
対
す
る
啓

発
　●
 

農
業
集
落
排
水
事
業

①
供
用
開
始
さ
れ
て
い
る
３
地
区

の
加
入
率
向
上

　●
 

合
併
浄
化
槽
事
業

①
地
域
性
や
経
済
性
を
考
慮
し
な

が
ら
汲
み
取
り
や
単
独
浄
化
槽

か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
促
進

　●
 

交
通
基
盤
整
備

①
喜
界
島
循
環
線
特
殊
改
良
一
種

工
事

・
花
良
治
・
早
町
・
荒
木
地
区

　●
 

港
湾
及
び
漁
港
整
備

①
手
久
津
久
地
区
は
防
波
堤（
沖
）

②
志
戸
桶
地
区
防
波
堤
（
沖
）
の

整
備

③
荒
木
漁
港
沖
防
波
堤
整
備
継
続

と
新
た
に
西
防
波
堤
と
用
地
の

改
良

　●
 

水
産
業

①
種
苗
放
流
（
シ
ラ
ヒ
ゲ
ウ
ニ
）

や
イ
カ
シ
バ
の
投
入
事
業
の
継

砂
浜
に
青
い
空
、
潮
風
も
さ
わ
や
か

な
「
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
」

平
成　

年
度　

施
政
方
針
項
目
別
主
要
施
策
抜
粋

１８

②

▲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
活
環
境
改
善
・
公
共
用
水
域
の
水

質
改
善
施
設
「
水
質
浄
化
セ
ン

タ
ー
」



（９）　平成１８年８月号

続
②
栽
培
漁
業
お
よ
び
養
殖
漁
業
の

規
模
拡
大

　●
 

公
営
住
宅

①
地
域
再
生
計
画
を
策
定
し
、
耐

用
年
数
が
経
過
し
て
い
る
公
営

住
宅
の
建
替

　
　●
 

学
校
教
育

①
学
力
水
準
の
向
上

・
基
礎
・
基
本
の
確
か
な
定
着
と
・

習
熟
度
別
学
習
や
発
展
的
学

習
、
補
充
指
導
な
ど
個
に
応
じ

た
指
導
の
実
践

②
心
の
教
育
の
充
実

・
生
命
や
人
権
を
尊
重
す
る
心
、

他
者
へ
の
思
い
や
り
や
社
会

性
、
倫
理
観
や
正
義
感
、
郷
土

愛
な
ど
道
徳
性
を
備
え
た
児
童

生
徒
の
育
成

③
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上

・
児
童
生
徒
の
実
態
を
的
確
に
把

握
し
、
そ
の
課
題
解
決
を
目
指

し
た
取
り
組
み

・『
体
力
向
上
実
践
事
業
』
の
研

究
実
践
の
深
化
・
充
実

④
人
権
同
和
教
育
の
充
実

・
自
分
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に

他
者
の
人
権
を
尊
重
し
、
共
に

生
き
て
い
く
『
共
生
』
の
心
の

育
成

⑤
「
食
農
教
育
」
の
充
実

・
農
業
活
動
体
験
、
施
設
見
学
、

調
理
加
工
体
験
学
習
、
給
食
セ

ン
タ
ー
お
よ
び
栄
養
士
と
の
連

携
⑥
給
食
セ
ン
タ
ー

・
施
設
・
設
備
の
改
善
を
図
り
衛

生
管
理
を
徹
底
、
学
校
給
食
の

事
故
防
止

⑦
生
徒
指
導
の
充
実

・
積
極
的
な
生
徒
指
導
の
推
進

・
学
校
・
家
庭
・
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
生
徒
指
導
の
課
題
解
決

⑧
中
・
高
一
貫
教
育
の
推
進

・『
郷
土
に
誇
り
を
も
ち
、
郷
土

を
愛
し
、
自
ら
人
生
を
切
り
拓

く
児
童
・
生
徒
の
育
成
』
に
向

け
て
、
中
・
高
一
貫
教
育
の
円

滑
な
推
進

⑨
幼
児
教
育
の
充
実

・
異
年
齢
で
編
成
す
る
学
級
に
十

一
名
以
上
の
園
児
が
在
籍
す
る

場
合
の
補
助
職
員
を
配
置

・「
預
か
り
保
育
」
を
実
施

⑩
喜
界
島
ら
し
い
教
育
の
推
進

・
喜
界
島
の
産
業
・
経
済
・
歴

史
・
文
化
等
に
つ
い
て
の
理
解

の
深
化
に
関
わ
る
教
育
活
動
の

支
援

⑪
小
規
模
校
の
活
性
化

・
小
規
模
校
同
士
の
交
流
学
習
や

規
模
の
大
き
な
学
校
へ
の
体
験

学
習
が
円
滑
に
推
進

・「
小
規
模
校
入
学
特
別
認
可
制

度
」
を
継
続

⑫
学
校
安
全
の
確
保

・
不
審
者
対
策
や
登
下
校
の
安
全

確
保

・
校
内
外
に
お
け
る
怪
我
事
故
等

の
防
止
に
向
け
た
指
導

⑬
教
職
員
の
服
務
の
厳
正
確
保
と

資
質
の
向
上

・
服
務
の
厳
正
確
保
・
教
師
の
職

責
感
の
高
揚
と
指
導
力
の
向
上

⑭
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

・
学
校
評
議
員
制
度
の
活
性
化
や

地
域
の
学
校
支
援
組
織
の
拡
充

⑮
施
設
の
整
備

・
体
育
館
の
設
計
委
託

　

第
一
中
学
校

　●
 

社
会
教
育

①
生
涯
学
習
推
進
体
制
の
充
実

・
生
涯
学
習
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
、

図
書
館
の
館
外
活
動
の
促
進

②
各
年
齢
層
に
応
じ
た
学
習
機
会

の
拡
充

・
学
校
施
設
・
設
備
の
開
放
促
進

・
町
図
書
館
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

の
推
進

・
地
域
の
人
材
活
用
の
促
進

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
対
応
し
た

学
習
機
会
の
拡
充

③
学
習
歴
活
用
の
環
境
づ
く
り

・
生
涯
学
習
推
進
会
議
の
充
実
、

社
会
教
育
有
志
指
導
者
の
養
成

④
家
庭
教
育
・
成
人
教
育
の
充
実

・
高
齢
者
学
級
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
指
導
者

研
修
会
、
町
総
合
家
庭
教
育
学

級
、
成
人
教
育
の
充
実

⑤
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
青
少
年
教

育
の
充
実

・
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
、

町
子
ど
も
会
も
の
づ
く
り
教
室

等
、
青
少
年
活
動
の
充
実

⑥
文
化
活
動
の
充
実
と
文
化
財
の

保
護

・
郷
土
の
伝
統
文
化
の
継
承
、
文

化
財
愛
護
思
想
の
普
及
・
啓
発

・
山
田
・
城
久
遺
跡
の
発
掘
調
査

の
継
続
と
出
土
遺
物
の
整
理
保

管
作
業
な
ど
の
拡
充

⑦
社
会
体
育
の
充
実

・
各
種
講
習
会
や
競
技
会
の
開

催
、
対
外
試
合
へ
の
選
手
派
遣

⑧
施
設
・
設
備
の
充
実

・
町
民
の
健
康
増
進
と
ス
ポ
ー
ツ

に
対
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
、　

現
在
あ
る
施
設
の
整
備
・
補
修

「イカシバ」を設置してミズイ
カの産卵場所を確保する

平安時代（９～１０世紀）と１２世紀代の
２つの時期が中心と思われる大規模
な集落跡「城久遺跡群」

８月２８日～９月３日

全国一斉「子どもの人権１１０番」強化週間
　いじめ、体罰児童虐待等をはじめとした子ども
をめぐる人権問題については、周囲の目につきに
くいところで起こっていることが多く、被害者で
ある子ども自身も、身近な人に話しにくいといっ
た状況があります。法務省では、このような状況
に対応するため、専用相談電話「子どもの人権１１０
番」（ナビダイヤル０５７０－０７０－１１０）を設置して
います。
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平成１８年８月号　（１０）

会
人
と
な
っ
て
祝
う
人
前
結
婚
式

が
あ
っ
た
。

　

挙
式
し
た
の
は
、
東
京
在
住
の

大
山
文
男
さ
ん
（
伊
実
久
出
身
）

と
加
藤
和
子
さ
ん
（
福
岡
出
身
）

の
二
人
。
文
男
さ
ん

は
「
海
の
青
さ
と
夕

日
が
き
れ
い
な
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
式
場

に
決
め
た
理
由
の
ひ

と
つ
。
自
分
た
ち
な

り
の
結
婚
式
を
挙
げ

た
い
」
と
故
郷
で
の

挙
式
を
決
め
た
。

　

式
で
は
、
結
婚
宣

誓
、
指
輪
の
交
換
、

和
子
さ
ん
の
幼
い
頃

か
ら
の
夢
「
お
手
製

の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ

ケ
ー
キ
の
入
刀
」
な
ど
、
親
族
関

係
者
ら
七
十
人
に
見
守
ら
れ
な
が

スギラビーチで愛誓う

　

犯
罪
・
非
行
防
止
呼
び
か
け
る
／ 
社
会
を
明
る
く

　
　
　

す
る
運
動

け
ら
れ
て
い
る
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」。
今
年
で
五
十
六
回

目
を
迎
え
た
七
月
六
日
、
北
大
島

保
護
区
喜
界
支
部
の
保
護
司
・
西

俣
理
介
さ
ん
ほ
か
四
人
が
役
場
を

訪
問
し
、
法
務
大
臣
と
鹿
児
島
県

知
事
が
発
し
た
「
犯
罪
・
非
行
の

防
止
と
更
生
の
援
助
の
た
め
、
地

域
住
民
の
理
解
と
参
加
を
求
め

る
」
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
藤
村
昭
五
助

役
に
伝
達
し
た
。
ま
た
、
一
行
は

学
校
や
建
設
会
社
な
ど
を
訪
れ
、

運
動
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

昭
和
二
十
六
年
、
東
京
・
銀
座

の
商
店
街
の
人
た
ち
の
活
動
が

き
っ
か
け
で
、
現
在
も
活
動
が
続

の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
様
子
を

見
学
し
、
こ
れ
か
ら
の
家
庭
学
習

習
慣
に
役
立
て
る
目
的
で
派
遣
す

る「
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大
使
」。
事

業
最
終
年
度
と
な
る
今
年
は
、
昨

年
と
同
様
、
本
町
の
小
学
生
八
人

を
派
遣
大
使
と
し
て
任
命
し
、
七

月
十
五
日
か
ら
三
日
間
、
鹿
児
島

市
の
学
習
塾
や
鹿
児
島
実
業
高
校

サ
ッ
カ
ー
部
を
訪
問
す
る
一
方
、

県
内
各
地
か
ら
参
加
す
る
南
日
本

小
中
学
生
陸
上
競
技
大
会
に
参
加

し
た
。
八
人
は
、
活
動
を
通
し
て

体
験
し
た
こ
と
な
ど
を
地
元
の
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
る
。

 
派
遣
大
使
＝
三
浦
大
輝
（
湾
小
）、

來
龍
平
（
同
）、
前
底
勇
輝
（
同
）、

生
田
千
秋
（
上
嘉
鉄
小
）、
実
田
未

沙
（
同
）、
善
原
武
士
（
荒
木
小
）、

川
畑
奈
々
（
滝
川
小
）、
米
盛
幸
汰

（
早
町
小
）

南
日
本
小
中
学
生
陸
上
競
技
大
会
結
果

▽
八
百
タ
イ
ム
レ
ー
ス　

三
浦
＝

優
勝　

來
＝
四
位
入
賞　

▽
走
り

高
跳
び　

生
田
＝
五
位
入
賞　

▽

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ　

米
盛
＝
四

位
入
賞

ら
永
遠
の
愛
を
誓
っ
た
。

 
文
男
さ
ん
は
、
東
京
都
の
伊
豆

七
島
を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ン
ド
に
釣
り

　

島
の
景
勝
地「
ス
ギ
ラ
ビ
ー
チ
」

で
七
月
二
十
二
日
、
来
場
者
が
立

東京在住の   が人前婚大山文男　　　　さん加藤和子　

　

喜
界
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
主

催
の
「
第
一
回
世
代
間

交
流
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
」

が
七
月
二
十
八
日
、
町
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

老
人
と
子
ど
も
た
ち
が

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て

交
流
す
る
こ
と
で
青
少
年

の
健
全
育
成
を
目
的
と
す

る
。
当
日
は
、
小
・
中
高

校
生
四
十
九
人
、
協
会
の
会
員

ら
三
十
一
人
が
参
加

し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
燦
々
と
降

り
注
ぐ
真
夏
の
太
陽
の
下
、
協

会
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
ル
ー
ル
や

打
ち
方
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な

が
ら
老
若
一
緒
に
な
っ
て
プ

レ
ー
、
暑
さ
に
も
負
け
ず
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
だ
。

老
若　

人
が
一
緒
に
プ
レ
ー

８０

を
楽
し
み
、
和
子
さ
ん
は
、
毎
年

の
梅
酢
作
り
を
趣
味
と
し
て
い

る
。

　

今
年
も
８
人
を
派
遣
／子
ど
も

　

ス
ポ
ー
ツ
大
使

　

喜
界
町
子
ど
も
の
体
力
向
上
実

践
事
業
の
一
環
と
し
て
鹿
児
島
市

第
一
回
世
代
間
交
流

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル



（１１）　平成１８年８月号
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短
歌
や
八
月
踊
り
を
学
ぶ

第
二
回
奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
人
材
育
成
塾　

今
後
は

　

自
立
自
興
目
ざ
す

町
地
域
婦
人
会
連
絡
協　

「
行
政
と
語
る
会
」

　

第
二
回
奄
美
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
人

材
育
成
塾
が
七
月
十
四
日
、
町
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
、
塾
生
二
十
五
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
は
、
東
京
か
ら
喜
界
島
へ

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
き
た
武
田
幸
子
さ

ん
（
喜
界
歌
壇
）
と
、
志
戸
桶
十

五
夜
会
（
伊
牟
田
正
子
代
表
・
会

員
五
十
人
）
が
務
め
た
。

　

武
田
さ
ん
は
第
一
部
講
義
を
担

当
。「
喜
界
島
の
四
季
を
詠
む
」と

題
し
て
三
十
一
文
字
で
表
現
す
る

短
歌
の
数
々
を
紹
介
し
な
が
ら
、

生
ま
れ
た
島
に
対
す
る
い
つ
ま
で

も
変
わ
ら
な
い
思
い
や
自
然
の
大

切
さ
を
訴
え
た
。

新
鮮
な
料
理

を
囲
み
、
集

落
民
も
車
座

の
輪
に
入
っ

て
親
睦
を
深

め
た
。

　

志
戸
桶
十
五
夜
会
に
よ
る
第
二

部
講
義
は
「
八
月
踊
り
を
踊
ろ

う
」。
当
日
参
加
し
た
会
員
十
五

人
が
志
戸
桶
集
落
に
伝
わ
る
全
十

二
曲
の
中
か
ら
代
表
四
曲
を
踊

り
、
曲
の
説
明
や
踊
ら
れ
て
い
る

場
所
な
ど
、
詳
し
く
解
説
し
た
。

講
義
の
最
後
に
は
、
参
加
者
全
員

で
六
調
を
踊
り
、
に
ぎ
や
か
に
締

め
く
く
っ
た
。

　

海
は
あ
い
に
く
の
時
化

模
様
で
、「
子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
優
先
」
し
て
堤

防
の
中
で
の
挑
戦
と
な
っ

た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
元

気
に
大
人
と
漁
に
励
ん

だ
。

　

漁
の
あ
と
は
早
速
、
共

同
作
業
で
捕
っ
た
「
エ
ラ

ブ
チ
ー
、
フ
ッ
ク
ー
」
の

　

喜
界
町
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議

会
（
吉
本
敏
子
会
長
）
主
催
の

「
行
政
と
語
る
会
」
が
六
月
二
十

八
日
、
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
あ
り
、
会

員
四
十
人
が
参
加
し
た
。

　

会
員
ら
は
、
ゴ
ミ
収
集
、
公
園
・

公
共
施
設
整
備
（
公
園
）、
農
産
物

加
工
施
設
等
の
生
活
に
直
面
す
る

諸
問
題
を
取
り
上
げ
て
意
見
や
要

望
を
述
べ
、
町
長
や
各
課
長
に
率

直
な
回
答
を
求
め
た
。

　

吉
本
会
長
は
、「
婦
人
会
活
動

は
会
員
の
減
少
、
働
く
女
性
の
増

加
、
個
々
の
価
値
観
の
違
い
な
ど

問
題
を
抱
え
て
い
る
」
と
婦
人
会

の
厳
し
い
現
状
を

訴
え
た
。
そ
し

て
、「
今
ま
で
は

行
政
に
全
部
お
ん

ぶ
し
て
き
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
様
々

な
活
動
を
展
開
し

な
が
ら
自
立
自
興

を
目
指
す
」
と
二

時
間
半
に
及
ぶ
会

を
締
め
く
く
っ

た
。

　

小
野
津
の
ウ
ミ
ン

チ
ュ
で
構
成
す
る
シ
ー

マ
ス
タ
ー
ズ
と
、
小
野

津
校
区
の
小
・
中
・
高

校
生
、
早
町
中
学
校
校

区
の
教
職
員
が
小
野
津

漁
港
に
集
い
、
七
月
二

十
二
日
、
恒
例
の
追
い

込
み
漁
で
交
流
を
深
め

た
。

追い込み漁で交流
シーマスターズと児童ら

　

教
職
員
は
、
在

職
十
年
目
に
、
自

己
を
見
つ
め
る
機

会
と
し
て
「
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修

＝
地
域
貢
献
」
を

受
け
る
こ
と
な
っ

て
い
る
。
佐
藤
貴

紀
教
諭
（
第
二
中

学
校
）
も
研
修
を

受
け
た
一
人
。

　

佐
藤
教
諭
が
研

修
に
選
ん
だ
の

は
、
本
町
の
基
幹
作
物
「
サ
ト
ウ
キ

ビ
」
の
夏
植
え
。
七
月
二
十
五
日

か
ら
三
日
間
、
前
島
勇
一
郎
さ
ん

（
上
嘉
鉄
）
の
夏
植
え
を
手
伝
っ

た
＝
写
真（
手
前
左
が
佐
藤
教
諭
）

＝
が
、
日
差
し
が
強
い
中
、
苗
取

り
か
ら
植
え
付
け
ま
で
の
作
業

は
、
さ
す
が
に
こ
た
え
た
よ
う

だ
。

　
「
仕
事
に
は
段

取
り
が
大
事
」
と

研
修
を
振
り
返
る

佐
藤
教
諭
に
、
研

修
を
受
け
入
れ
た

前
島
さ
ん
は
「
な

か
な
か
筋
が
い

い
。
ト
ラ
ク
タ
ー

の
オ
ペ
レ
タ
ー
な

ど
は
上
手
」
と
評

価
し
た
。

サトウキビの夏植えで
パワーアップ研修
佐藤貴紀教諭（第二中）



平成１８年８月号　（１２）
　

島
の
か
ん
き
つ
類
を
食
い
荒
ら

す
厄
介
な
病
害
虫
「
キ
ボ
シ
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
」（
体
長
二
〜
三
�
）

を
防
除
し
よ
う
と
花
良
治
在
住
の

川
畑
和
美
さ
ん
が
防
除
装
置
を
開

発
し
た
。

  
川
畑
さ
ん
が
考
案
し
た
の
は
、

直
径
五
十
�
、
高
さ
三
十
�
の
円

筒
体
で
、
金
網
と
透
明
チ
ュ
ー
ブ

を
組
み
合
わ
せ
た
可
動
式
の
カ
ミ

キ
リ
ム
シ
食
害
防
止
装
置
。
樹
木

の
根
元
に
設
置
し
、
飛
来
し
た
カ

ミ
キ
リ
ム
シ
を
金
網
で
侵
入
阻
止

す
る
。
ま
た
、
根
元
に
生
え
た
草

な
ど
も
容
易
に
除
草
で
き
る
。
現

在
、
特
許
出
願
中
と
の
こ
と
。

　

島
で
は
、
市
販
の
防
鳥
ネ
ッ
ト

な
ど
を
加
工
し
て
対
策
を
講
じ
て

い
る
が
、
な
か
な
か
完
全
防
除
に

は
至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ

る
。
産
業
振
興
課
の
職
員
は
「
防

除
効
果
は
て
き
め
ん
」
と
川
畑
さ

ん
の
力
作
に
太
鼓
判
を
押
し
た
。

　

加
藤
啓
雄
町
長
は
、
七
月
四

日
、
喜
界
町
に
高
額
の
寄
付
を
さ

れ
た
森
岡
齊
四
郎
氏
の
「
紺
綬
褒

章
伝
達
式
」
に
沖
縄
県
読
谷
村
役

場
を
訪
れ
、
個
人
ま
た
は
団
体
に

贈
ら
れ
る
最
高
の
栄
誉
で
あ
る

「
紺
綬
褒
章
」を
直
接
伝
達
し
た
。

　

紺
綬
褒
章
は
、「
公
益
の
た
め

に
私
財
を
寄
付
し
た
個
人
ま
た
は

団
体
を
顕
彰
す
る
」
も
の
。
同
氏

は
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
高
額
の
寄

付
（「
広
報
き
か
い
」
六
月
号
で

紹
介
）
を
し
た
こ
と
で
、
褒
章
条

例
に
基
づ
き
授
与
の
申
請
が
認
め

ら
れ
た
。

　

効
果
は
て
き
め
ん
／川
畑
和
美
さ
ん
（
花
良
治
）
が
考
案

　

只
今
、
特
許
出
願
中

森
岡
齊
四
郎
氏
に

紺
綬
褒
章

＝
喜
界
町
新
庁
舎
に　
　

高
額
の
寄
付
＝
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▲喜界幹部派出所（観光施設の清掃）
▲峰山建設（老人施設などの除草）

▲大福電設（独居老人の
　電気点検・洗浄）

▲校長・教頭連合会
　（空き缶拾い）

▲安全協会婦人部（空き缶拾い）

▲

第
一
中
学
校
（
夏
祭
り
の
後

片
づ
け
）

～空き缶拾いや清掃・除草～

島内各地でボランティア



（１３）　平成１８年８月号
　

犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
動
物

は
、
終
生
飼
養
が
基
本
原
則
で

す
。
や
む
を
得
ず
飼
え
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
自
ら
の
責
任
で
新
し

い
飼
い
主
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
し
て
も
新
し
い
飼
い
主
を

見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
限

り
、
鹿
児
島
県
で
は
こ
れ
ま
で
無

料
で
引
き
取
り
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
み
だ
り
な
繁
殖
の

防
止
等
、
動
物
愛
護
の
観
点
か
ら

所
有
者
責
任
の
徹
底
を
図
る
た

め
、
有
料
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
犬
や
猫
な
ど
の
動

物
を
捨
て
た
場
合
、
五
十
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
実
施
時
期

　

平
成　

年　

月
１
日

１８

１０

・
犬
の
引
き
取
り
手
数
料（
一
頭
）

　

生
後　

日
未
満
（
４
０
０
円
）

９１

　

生
後　

日
以
上（
２
０
０
０
円
）

９１

・
猫
の
引
き
取
り
手
数
料（
一
頭
）

　

生
後　

日
未
満
（
２
０
０
円
）

９１

　

生
後　

日
以
上（
１
０
０
０
円
）

９１

▽
問
い
合
わ
せ
先

名
瀬
保
健
所
喜
界
町
駐
在

　
　
　
　
　

�　

－

３
０
１
８

６５

喜
界
町
役
場
住
民
課

　
　
　
　
　

�　

－

１
１
１
１

６５

　

認
知
症
や
知
的
障
害
の
あ
る

方
々
の
こ
れ
か
ら
の
財
産
管
理
、

介
護
（
保
険
）、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
不
安
を
お
持
ち
の
方
を
対
象

に
暮
ら
し
に
役
立
つ
「
講
習
会
」

と
「
無
料
の
相
談
会
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
司
法
書
士
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
が
、

当
日
無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
、

助
言
を
行
い
ま
す
。
相
談
内
容
は

秘
密
厳
守
さ
れ
ま
す
。

日　

時
：
９
月　

日
（
土
）

３０

講
習
会
：
午
前　

時
〜
正
午

１０

相
談
会
：
午
後
１
時
〜
４
時

場　

所
：
喜
界
町
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー

▽
問
い
合
わ
せ
先

�
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
鹿
児
島
支

部
（
鹿
児
島
県
司
法
書
士
会
事
務

局
内
）

�
０
９
９
（
２
５
１
）
５
８
２
２

　

家
庭
に
お
け
る
し
つ
け
、
性
格

の
問
題
、
不
登
校
、
非
行
、
そ
の

他
の
問
題
お
よ
び
心
身
障
害
相
談

な
ど
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

相
談
窓
口
／
役
場
保
健
福
祉
課

�
６
５－

１
１
１
１
（
内
線　

）
３７

お
詫
び
と
訂
正

　
「
広
報
き
か
い
」７
月
号
に
掲
載

も
れ
と
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
以

下
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
詫
び
し

ま
す
。

Ｐ
８「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

�
（　

）
３
６
３
３

５５

Ｐ　

「
喜
界
歌
壇
」

１５
「
中
尾
チ
ヨ
」→

「
平
尾
チ
ヨ
」

Ｐ　

「
元
気
な
喜
界
っ
子
」

１６
「
沼
和
寿
喜
」→

「
菅
沼
和
寿
喜
」

高
齢
者
・
障
害
者
の
財
産
管
理

福
祉
の
何
で
も
無
料
相
談
会

児
童
家
庭
相
談
窓
口

平成１８年度自衛官等募集案内

合格発表募集人員試験期日受付期間資　　格募集種目

１１月９日

人文・社会科学専攻
約２０名

（うち女子約５名）
理工学専攻
約８０名

（うち女子約５名）

９月２３日・２４日
９月５日～
　９月７日

高卒（見込含）
２１歳未満の者
推薦については高等
学校長の推薦等が別
途必要です。

推
薦

防衛大学校
学 生

１次　１２月６日
最終１９年２月１６日

人文・社会科学専攻
約６５名

（うち女子約５名）
理工学専攻
約２９５名

（うち女子約２０名）

１次１１月１１日・１２日
２次１２月１２日～１５日

９月８日～
　９月２９日

高卒（見込含）
２１歳未満の者
（自衛官は２３歳未満）

一
般

１次　１１月２８日
最終１９年２月１６日

約７５名
１次１１月４・５日
２次１２月６～８日

９月８日～
　９月２９日

高卒（見込含）
２１歳未満の者

防 衛 医 科
大 学 校 学 生

１次　１１月１日
最終１９年１月１０日

陸　約７０名
１次１０月１５日
２次１１月１８・１９日

９月８日～
　９月２９日

高卒（見込含）
２４歳未満の者

看 護 学 生

※詳細につきましては、役場総務課（６５－１１１１）または、自衛隊鹿児島地方連絡部大島事務所（５３－９１０３）までお問い合わせ下さい。

お
知
ら
せ

犬
や
猫
の
引
き
取
り
有
料
化

町村合併五十周年記念シンポジウムの開催決定
　町村合併五十周年記念シンポジウム「未来へ－５０年後の喜界町」
を平成１８年９月１０日（日）、喜界町コミュニティセンターで開催い
たします。
　町村合併５０年の節目を迎え、町では数々のイベントを展開して
います。その一環として、「５０年後の喜界町の姿」と題して、久岡
学氏（南海日々新聞社）の基調講演や小学生・中学生たちの未来
へのメッセージ朗読、将来の喜界島の展望についてのパネルディ
スカッションを行います。多くの町民の参加をお願いします。
・開場・受付／１２時３０分　　・開会／１３時００分
・基調講演／１３時１５分　　　・未来へのメッセージ／１４時２５分
・パネルディスカッション／１４時５５分
・会場内意見交換会／１５時５５分（２０分間）　　・閉会／１６時３０分



平成１８年８月号　（１４）

教
育
委
員
会
の
と
び
ら

　

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
伝
達
講
習
会

が
六
月
二
十
六
日
、
役
場
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
各
小
学
校
か
ら
推
薦
さ
れ
た

三
十
八
人
の
ス
ク
ー
ル

ガ
ー
ド
が
一
堂
に
会
し

て
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド

と
し
て
の
心
得
、
役
割

等
に
つ
い
て
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
名
瀬
警
察
署

喜
界
幹
部
派
出
所
員
に

よ
る
実
技
（
護
身
術
）

も
あ
り
、
万
が
一
、
事

故
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
き
の
防
衛

術
も
学
び
ま
し
た
。「
危
険
を
感

じ
た
ら
自
分
で
解
決
し
よ
う
と
せ

ず
、
ま
ず
警
察
な
ど
に
連
絡
す
る

こ
と
が
大
事
。
普
段
か
ら
の
巡
回

活
動
、
声
か
け
運
動
が
事
件
・
事

故
の
抑
止
力
に
な
る
」
と
い
う
講

　　　の心得や護身術学ぶ
学校安全ボランティア伝達講習会

習
の
締
め
く
く
り
の
言
葉
に
参
加

者
は
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
と
し
て

の
重
責
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。

・
サ
ッ
カ
ー　
　
　
　

（
５
位
）

・
軟
式
野
球　
　
　
　

（
５
位
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
男
子　

（
３
位
）

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
女
子　

（
３
位
）

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
男
子
（
２
位
）

・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
（
３
位
）

・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
男
子
（
２
位
）

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル　
　

（
５
位
）

・
ゴ
ル
フ　
　
　
　
　

（
５
位
）

○
男
女
総
合　
　
　
　
　

７
位

○
女
子
総
合　
　
　
　
　

６
位

　

台
風
３
号
が
接
近
す
る
な
か
、

標
記
大
会
が
七
月
八
・
九
の
両
日
、

奄
美
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
十
競
技
に
百
四
十
一

人
の
選
手
団
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。

○
競
技
別
結
果

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
（
５
位
）

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
（
９
位
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子
（
３
位
）

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子
（
３
位
）

　
「
南
西
諸
島
に
お
け
る
低
い

島
々
の
水
事
情
」
と
題
す
る
長
沼

信
夫
駒
澤
大
学
文
学
部
教
授
の
特

別
講
演
が
七
月
六
日
開
か
れ
、
専

門
の
非
火
山
地
域
の
温
泉
開
発
や

最後にグループで作成したスロー
ガンを発表する参加者

地
下
水
の
話
に
参
加
者
は
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。
長
沼
教
授

は
、
七
月
三
日
か
ら
七
日
ま
で
地

理
学
調
査
の
た
め
学
生
十
三
人
と

来
島
。
何
度
か
来
島
さ
れ
、
知
り

合
い
も
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ご

多
忙
の
な
か
快
く
了
承
し
て
下
さ

い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
活
動
が
活
発
に
な
る

夏
休
み
を
前
に
、
町
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
と
教
育
委
員
会
が

タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
Ｋ
Ｙ
Ｔ
（
危
険

予
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）講
習
会
を
開

催
。
各
単
位
子
ど
も
会
長
と
育
成

会
長
を
対
象
に
、
野
外
活
動
や
海

浜
活
動
が
増
え
る
シ
ー
ズ
ン
に
向

け
、
い
ろ
ん
な
場
面
を
想
定
し
て

危
険
か
ら
の
回
避
を
考
え
る
講
習

で
、
併
せ
て
心
肺
蘇
生
法
も
学
び

ま
し
た
。
出
席
者
は
「
で
き
れ
ば
、

心
肺
蘇
生
を
実
践
す
る
こ
と
が
な

い
方
が
い
い
」と
言
い
つ
つ
熱
心
に

ビ
デ
オ
を
見
な
が
ら
熱

心
に
聴
講
す
る
参
加
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

あ
い
さ
つ
は
人
間
関
係
の

潤
滑
油
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

町
内
に
明
る
い
あ
い
さ
つ
が

満
ち
あ
ふ
れ
る
よ
う
、
笑
顔

で
あ
い
さ
つ
し
、
明
る
い
社

会
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

－

生
涯
学
習
推
進
実
践
事
項－

実践していますか？

○
躍　
　

進　
　
　
　
　

５
位

に
１
４
１
人
が
参
加

夏
休
み
を
前
に
Ｋ
Ｙ
Ｔ
講
習
会
開
く

講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

決勝戦で奄美市に惨敗した男子ソフトボール

〈第２分科会〉　　　　　　
潤いと安らぎのある　　
　　　　まちづくり部会

「おはよう、こんにちは、
さようなら」のあいさつを
します。

　

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
で

は
心
身
共
に
健
康
な
子
ど
も
た

ち
の
育
成
を
目
指
し
、「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
国
民
運

動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
正
し
い
生
活
リ
ズ
ム

を
地
域
全
体
で
は
ぐ
く
め
る
社

会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
国
民
運
動

第　

回
県
民
体
育
大
会

６０
第　

回
大
島
地
区
大
会

４７

「
南
西
諸
島
に
お
け
る
低
い

島
々
の
水
事
情
」
特
別
講
演

スクール
ガ ー ド



（１５）　平成１８年８月号

（平成１８年７月３１日現在）

世帯数………………３，７７３戸（－２）

人　口………………８，５１５人（－３）

　男　………………４，０１１人（＋２）

　女　………………４，５０４人（－５）

―――（　）は前月比―――

 米倉 　 咲良 ちゃん（４歳）
よねくら さくら

父＝智幸　母＝夏美　＜赤連＞

　　　　　父＝貴也　母＝靖子　＜赤連＞
　二人のおはようの声で賑やかな一日が始まります。
　トラクターとハーベスターが大好きな長男。何でも兄
貴の真似をしたがる二男。二人とも水遊びが大好き
で、きゃっきゃっと体いっぱい喜んでいます。
　弟は時に兄貴におもちゃを奪われても、すぐに次の
おもちゃを見つけて遊びます。
　これからも、兄弟仲良く元気で育ってほしいです。

風
の
行
方
追
い
て
佇
む
昼
下
り
頭

上
に
暑
き
雲
流
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

蓮
香

酷
暑
を
も 
厭 
わ
ず
キ
ビ
を
植
え
付

い
と

け
し
力
み
な
ぎ
る
若
き
日
思
う

　
　
　
　
　
　
　
　

有
村　

道
子

大
雨
の
災
害
各
地
を
襲
い
て
も
我

ら
事
な
し
南
の
島
に

　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田
ヨ
シ
子

耐
え
が
た
き
酷
暑
に 
克 
つ
と
今
朝

か

も
ま
づ
水
草
活
け
て
涼
風
を
呼
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　

平
尾　

チ
ヨ

さ
ざ
波
の
寄
す
る
海
辺
に
憂
さ
晴

ら
す
過
ぎ
し
喜
界
の 
生
活 
を
思
う

た
つ
き

　
　
　
　
　
　
　
　

屋
良
ミ
ノ
子

こ
の
暑
さ
に 
百
日
紅 
な
お
ふ
さ
ふ

さ
る
す
べ
り

さ
と
色
濃
く
咲
き
て
吾
を
励
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　

美
代　

イ
シ

 
旱  
雲 
茜
さ
し
つ
つ
崩
れ
い
て
沁

ひ
で
り 
ぐ
も

む
ば
か
り
暑
き
�
の
夕
声

　
　
　
　
　
　
　
　

郡　
　

市
子

梅
雨
明
け
て 
南  
風 
吹
き
抜
け
る 
季 

は 

え 

と
き

と
な
る 
家
内 
に
い
て
も
暑
さ
お
ぼ

や
ぬ
ち

え
ず　
　
　
　
　
　

弥
島　

幸
子

夕
波
の
素
足
を
洗
う
海
に
来
て

 
一
日 
の
暑
さ
と
き
放
ち
ゆ
く

ひ
と
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

幸
子

処
暑
過
ぎ
て
風
の
渡
れ
る
夕
つ
方

ゆ
う
な
の
花
は
音
た
て
て
落
つ

　
　
　
　
　
　
　
　

嶺
倉　

祝
子

池　

治　
　

久
原　

タ
ケ　
　

才
８８

白　

水　
　

勇　
　

ト
シ　
　

才
８４

嘉　

鈍　
　

新
島　

ツ
ル　
　

才
８９

小
野
津　
　

宮
田　

イ
シ　
　

才
８９

嘉　

鈍　
　

大
谷　

キ
ヨ　
　

才
９２

中　

里　
　

勝　
　

ツ
ギ　
　

才
７８

　

湾　
　
　

福
留　

ス
マ　
　

才
８４

中　

里　
　

砂
川　

と
み　
　

才
８８

赤　

連　
　

朝
崎　

良
子　
　

才
８７

川　

嶺　
　

岡
田　

た
つ　
　

才
８９

早　

町　
　

中
川　

菊
枝　
　

才
８３

■
香
典
返
し

伊
実
久　
　

岩
本　
　

實

中　

里　
　

勇　
　

利
治

　

氏　

名　

保
護
者　

住　

所

南　
　
 
悠
仁 　

昭
二　
　

志
戸
桶

は
る
と

大
山　
 
雅
美 　

成
治　
　

嘉　

鈍

み
や
び

基
井　
 
翔
真 　

義
則　
　
　

湾

し
ょ
う
ま

芝
山　
 
里  
央 　
 

男　
　

小
野
津

り 

お

�
井　
 
友  
里 　

公
生　
　

赤　

連

ゆ 

り

東　
　
 
杏
香 　

正
人　
　

島　

中

き
ょ
う
か

益
田　
 
夏
輝 　

豊
一　
　

荒　

木

な
つ
き

　

笹
田　

昌
利　
　
　

湾

　

稲
留　

奈
　々
　
　

湾

　

中
原　

雄
二　
　
　

湾

　

鳥
越　

友
美　
　

中　

里

（
以
上
２
組
６
月
届
出
）

　

廣
岡　

信
仁　
　

上
嘉
鉄

　

妹
尾　

智
子　
　

上
嘉
鉄

　

杉
俣
紘
二
郎　
　

荒　

木

　

夏
目
美
江
子　
　
　

湾

　

竹
島　

信
一　
　

福
岡
市

　

生
田　

実
佐　
　

上
嘉
鉄 

社
協
だ
よ
り

７
月
届
出

（（（（（

　

笑
っ
て
い
る
時
は
、
天
使
の
よ
う
な
わ
が
家
の
宝

子
。な
の
に
、
ひ
っ
く
り
返
り
、
足
を
バ
タ
つ
か
せ
て
大

声
で
泣
く
姿
は
、
ア
イ
ド
ル
に
は
ほ
ど
遠
い
・・・・・

　

で
も
、
き
み
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
幸
せ
に
な
る

よ
。手
を
や
く
こ
と
も
多
い
け
ど
、
き
み
と
い
る
と
毎

日
楽
し
い
よ
。

 
野  
間 　
 
慎  
也 
く
ん
（
３
歳
３
カ
月
）

の 

ま 

し
ん 

や

　
　
　
 
凪  
人 
く
ん
（
１
歳　

カ
月
）

な
ぎ 

と

１１



平成１８年８月号　（１６）

昨年の雪辱を果たした峰山建設（一般） 猛練習で初の栄冠の高岡建設（混成） 大会２連覇ママさんバレー（女子）
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